
地域と連携した
日本文理大学の取り組み

－なぜ地方私立大学が必要なのか－

令和7年度 第1回 あおもり人材育成・県内定着促進協議会 2025/11/19

日本文理大学

副学長・工学部 教授

吉村 充功



日本文理大学の概要

 1967年創立

 前身は「大分工業大学」

 1982年より現在の校名に

 2023年「保健医療学部」
開設

2

産学一致 社会・地域貢献人間力の育成

建学の精神 教育理念



 “人間力”教育から
“地域創生人”の育成へ

 文科省 地（知）の拠点
整備事業に2014年採択

 取組テーマ：
豊かな心と専門的課題
解決力を持つおおいた
地域創生人材の育成

 この教育改革が
本学の現在の教育基盤

建学の精神・教育理念・教育改革の概要

3

産学一致
時代の変化を捉え，柔軟な
発想で，課題解決のできる

人材を育成

社会・地域
貢献

常に社会・地域との
つながりを意識して，
主体的に行動できる

人材を育成

人間力の
育成

社会や人との関わり
の中から，新しい可
能性を創造し，挑戦
を続ける人材を育成

教育理念

2007年
（40周年）に
教育理念を

再編
人間力教育
を宣言！

大学COC事業の採択



4出典：文科省「地域大学振興に関する有識者会議」 第2回 参考資料2（2025/6/10）
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18歳人口 減少率（2015年度比）

大分県の１８歳人口将来推計推移

5

2033年以降
急激に減少

文科省 学校基本調査／厚労省 人口動態調査より作成

県内18歳人口は向こう10年は横ばい。以降は全国・九州を上回る
ペースで大幅に減少！地域を支える若手が今以上に大幅に不足！！



県内高校生の進路状況（2024）
合計 男 女

人数 割合 順位 人数 割合 順位 人数 割合 順位

卒業者 8,832 － － 4,470 － － 4,362 － －

大学＋短大 4,601 52.1% 34 2,151 48.1% 37 2,450 56.2% 32

大学進学 3,842 43.5% 44 2,051 45.9% 37 1,791 41.1% 45

短大進学 557 6.3% 1 79 1.8% 3 478 11.0% 1

専門学校
進学

1,570 17.8% 14 610 13.6% 16 960 22.0% 17

就職 2,065 23.4% 11 1,338 29.9% 8 727 16.7% 12

6
出典：令和6年度 学校基本調査（文部科学省）2024年12月をもとに集計

※順位は都道府県順位
広域

九州圏
9県
平均

全国
平均

全体

男

女

52.1% 61.9%
48.4% 60.6%
55.8% 63.3%
46.5% 58.3%
46.9% 59.6%
46.0% 56.9%
4.0% 3.1%

1.0% 0.7%

7.1% 5.5%

18.0% 15.5%

14.6% 11.8%

21.4% 19.4%

20.8% 14.0%

26.5% 17.5%

14.9% 10.4%

高度な高等教育を提供する大学・短大への進学は全国平均を大きく下回る状況。
特に大学（4大）進学率は全国最下位グループ（女子は下から3番目）。

進学率の底上げとリカレント教育の整備は大分県の将来にとっても不可欠。



全国で評価されるNBUの教育スタイル

7出典：大分合同新聞 2025.2.22

共同通信配信記事として全国
25社程度の地方紙に掲載

出典：読売新聞（全国教育面）2025.1.14

出典：
大分合同新聞

 2025.3.5

大分県担当課長と一緒に日本私立大学協会
地方創生協議会で先進事例として講演

大分の連携
モデルが

全国紙で紹介



日本文理
大学

佐賀関
地区

COC事業の連携自治体・活動地域

佐賀関地区の人口8,072人，
高齢化率は56.5%

※2020年9月末の数字

連携
自治体

2020国勢調査
人口

高齢
化率

大分県 1,123,852 33.27

大分市 475,614 27.64

豊後
大野市

33,695 44.32

少子高齢化が深刻な
地域から積極的に学び

地域を創生 8

現在は「佐伯市」「中津市」とも包括協定締結。活動は全18市町村へ拡大。

キャンパスのある大在地区は
人口増加地域（約3万人）。

昨年3校目の市立小学校が開設
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9

COC事業推進

第１期中長期 第２期中長期 第３期中長期
第４期



大分県出身学生総数の推移

10年の教育改革の成果①「県内入学者」

2023年度

・大分県出身学生総数推移

２０１４年対比で１６０．４％

（入学者数では２０５．５％）

（２０２３年 県内学生出身者

比率 ３９．２％）
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大分県出身入学者 指数
205.5% 保健医療学部の

開設（２０２３年）

で大分県出身者

が増加
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大分県出身学生総数 指数
160.4%

100.0%

110.0%

120.0%

130.0%

140.0%

150.0%

160.0%

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

実家通学生指数
154.5%

10



10年の教育改革の成果②「県内就職者」

2022年度

・2022年度

県内就職者数

2014年対比で

150.5％

（2014年を100として）

100.0

150.5

11



地域に根ざした大学としての10年
県内出身入学生数の推移（2014年比）県内就職者数の推移（2014年比）

12
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2024年度 修学支援制度受給率：19.2% JASSO奨学金受給率：64.7%
本学独自の奨学金給付率：76.3%（2024年度入学生）



県内就職率の推移

13
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工学部 経営経済学部 全学部

工学部（県内出身） 経営経済学部（県内出身） 全学部（県内出身）

県
内
出
身
者

全
体

24.7%

75.3%三大都市圏

三大都市圏以外

54.7%
45.3%

出身地に戻る

出身地に戻らない

2023年度卒業生の就職状況
三大都市圏
・それ以外
の就職比率

出身地・
出身地外の
就職比率

コロナ以降
低下傾向



22% 38% 39% 1%

入社後の働きぶり等の総合的評価
① 期待以上 ② 期待通り ③ これからの成長に期待 ④ 期待とは異なる ⑤ 期待とは大きく異なる

採用企業の声

14

コミュニケーション能力
があり、必要な資格も

有していた
高い倫理感、使命感
と未知の課題にも

挑戦しようとする意欲

バイタリティ、
行動力、論理

的思考

協調性や大分県
や地域の方への

貢献意欲

謙虚で何事に
も真剣に取り
組む姿勢

仕事や業界に
対する興味や

探求心があった点

周囲を牽引す
る力、人当たり

自らの考えを持ち、
言語化して伝える

能力が高い

周りからの評判も
良く、常に熱心な
姿勢で学ぶ意欲

社会人としての
今後の伸びしろ

卒業生就職先企業アンケート調査（R4年度卒業生対象）R5年2023年8月実施

専門科目の基礎的な
教養、それらを活かし
てモノづくりに取り組

む意欲の高さ向上心があり

若者ならではの
思考力

真面目で素直、
協調性が高い



本学の教育概要 15

産学一致 社会・地域貢献人間力の育成
建学の
精神

教育理念

【工学部】
機械電気工学科

建築学科
航空宇宙工学科

情報メディア学科

【経営経済学部】
ﾋﾞｼﾞﾈｽｿﾘｭｰｼｮﾝｺｰｽ
地域ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｺｰｽ
会計ﾌｧｲﾅﾝｽｺｰｽ
ｽﾎﾟｰﾂﾋﾞｼﾞﾈｽｺｰｽ

こども・福祉ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｺｰｽ

【保健医療学部】
診療放射線学ｺｰｽ
臨床検査学ｺｰｽ
臨床医工学ｺｰｽ

学部・学科・コース
教 養 教 育 専 門 教 育

（
も
の
づ
く
り
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
医
療
技
術
）

各

学

部

の

教

育

＋

３

学

部

連

携

教

育

キャリア教育・インターンシップ（企業・行政等
外部との連携・就職サポートプログラム）

地域連携教育

体験交流
（地域）

知識修得
（学内）

課題解決ﾌﾟﾛｼﾞｪ
ｸﾄ（地域・学内）

正課外教育（NBUチャレンジプログラム・人間
力育成センター（地域活動）・部活動等）

人
間
力
と
専
門
能
力
、
職
業
能
力
を
兼
ね
備
え
、

地
域
経
済
社
会
の
発
展
と
な
る
産
業
人
を
輩
出

ＣＯＣ（地（知）の拠点：Center Of Community）大学としての教育研究活動

データサイエンス教育

実践型
教育研究

学部混成
ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

実務家教員による
実践知識



小規模・高齢化が深刻な
集落におけるコミュニティ支援

16
体験交流活動 知識の修得 課題解決型学修

４年「卒業研究」３年「研究ゼミ」３年「地域再生論」

２年「環境
計画論」

２年「流体
生態論」

２年「データ
解析演習」

１年「大分学・大分楽」

正課外活動

１年「プロジェクト１」

３年「環境・地域創造演習」

３年「建設ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ実習」

豊後大野市大野町土師地区（人口約200人，高齢化率約67%）

１年「森里海連環
学と地球的課題」



豊後大野市の地域資源を活かした
観光コミュニティビジネスの開発

17
体験交流活動 知識の修得 課題解決型学修

２～４年「ゼミナール」

３年「地域経営論」

２年「社会調査法」

２年「観光ビ
ジネス論」

２年「観光学
入門」

１年「大分学・大分楽」 １年「森里海連環
学と地球的課題」

１年「フィール

ド・スタディⅠ」
２・３年「フィール

ド・スタディⅡ・Ⅲ」

豊後大野市･･･温泉はないが，ジオパーク・エコパークに代表
される自然・暮らし・文化を背景にした地域資源は豊富

３年「地域
イノベー

ション論」

豊後大野紅葉くらべコースの提案
  白山渓谷 → 宝生寺 → 用作公園



どのような成果が見られたのか？

18

【最終年度達成目標】
地域で活躍するために必要な力の基礎として、ジェネリックスキル（汎用的技
能）を措定。河合塾・リアセックによる客観テスト「PROG」により計測し、
その構成要素であるリテラシーとコンピテンシーのそれぞれの3年終了時の
平均スコア4.0以上（レベル7が最高）を目標として設定。



入学後からのコンピテンシー（人間力）の成長

19

3.26

3.65

2.78

3.35

3.73

2.88

2.50

2.75

3.00

3.25

3.50

3.75

4.00

工学部 経営経済学部 保健医療学部

入学時 2年当初

全国平均 3.1
(1/2年生とも)

※現２年生のPROGテスト（河合塾・リアセック）の受験結果
（コンピテンシーの総合スコアで最大は７）

※コンピテンシーは対人・対自己・対課題によりよく向き合う力で経験に基づく行動特性



どのような成果が見られたのか？

20

（191名回答）（182名回答）

（18名回答）（35名回答）



地域連携をどう進めたのか？

2007年「人間力育成センター」創設以来、
地域貢献活動を各種外部団体と個別連携で実施
→学生が地域で活動する意義（教育、社会貢献）

が見える化

2014年「学長室」の設立
→権限の明確化、方針の一元化

2014年の文科省「大学COC事業」への申請に
当たって、３自治体（県、２市）に協力依頼
→採否にかかわらず、連携を進める覚悟と意向

21
地域で教育？理工系の大学が地域連携？



COC事業を通じた連携強化
連携推進会議（実務担当）

 毎年夏頃実施（ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ）

 地域での各種取組報告を担当
教員から分科会方式で発表

 自治体担当者・協定機関から
部局を超えて複数参加

外部評価委員会（部長級以上）

 毎年度末に実施（ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ）

 部長級、副市長が出席

 成果報告、学生発表、次年度
に向けた協議

22文科省補助事業終了後も継続して実施



23

おおいた地域連携

プラットフォーム
における本学の役割



24

副会長

部会長

協働事務
局副局長



25“オールおおいた”で高度人材育成や地域活性化



26

県内大学群



入学定員別に見た各大学の規模

27

1110
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340
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1580

740
540

240
200

40
40

0 500 1000 1500 2000

立命館アジア太平洋大学

大分大学 
日本文理大学

別府大学

大分県立芸術文化短期大学

別府大学短期大学部

別府溝部学園短期大学

大分工業高等専門学校

大分県立看護科学大学

大分短期大学

東九州短期大学

国立 県立 私立

オール大分で取り組む
ことで様々な支援を
受けやすくなり，

小規模大学にとっては
発信力強化に！



主な取組内容

28

事業運営
事務局 事業運営

事務局



県内産学官連携による人材育成のきっかけ

29

2015年度スタート 2017年度に拡張

地方創生に向けた
・地域で活躍できる

若者の育成
・若者に魅力のある

就職先の創出
・高等教育の活性化 等

８大学
連携

３大学加盟
（全校加入）



県内大学連携組織が2021年度パワーアップ！
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組織統合

一部加盟
大学が異なる
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フィールドワーク支援事業等の地域活動支援
（2016年度から県の財政支援による県内大学公募型事業）

2024年度報告書：https://oita-platform.org/download/



各大学で実践型地域活動を毎年展開！

32



2019年度より･･

33

オープンキャンパスガイドは毎年６月に県内全高校生

進学ガイドは毎年2月に県内全1・2年生に配布

現在はWeb版で運用しチラシデータを配布

2019年度～2023年度は「進学者確保事業」として
県からどちらかに補助あり

現在は改革総合支援事業（プラットフォーム型）の
採択分を活用して本学が負担



オープンキャンパスガイド2023
の生徒の評価

34

１．大いに参考

にした
26%

２．多少参考

にした
29%３．参考にしなかった

10%

４．もらっていない
12%

５．わからない 
23%

Ｑ．今回のオープンキャンパスの参加にあたって、
高校で配布された「大分県オープンキャンパス

ガイド」を参考にしましたか。

N=3,075名

55%の
生徒が

参考に！



私立大学向けの補助

35

R5年度補正で国の物価高騰対策を活用して
県内私立大学・短大への補助を実現！

• 県担当課とのコネクションを活かして可能性や条件等の打診・交渉
• 本学が県私立大学・短期大学協会の事務局を務める
• 各校へのエビデンスの提出依頼



県知事との関係性
2023年4月に佐藤 樹一郎 知事が就任

（直前に大分市長を8年務める）

本学が当番校を務めた私大協 九州支部
2023年度 秋季総会 情報交換会に来賓出席

2024年度～ 本学入学式に来賓出席

2024年度～ 地域連携プラットフォーム 定時総
会に出席

36



地方大学としての使命と連携強化に向けて

 県議会政策研究会での橋本学長講演（未来に
むけて 大分県の“知の総和”を考える）
2025/2/25

 初等中等教育機関を巻き込んだ地域への
教育プログラムの充実：2024年度は45件

 幼少期からの郷土教育に地域の大学生が
関わり続ける

 今後も過疎高齢地域には一過性ではなく
継続的に学生・大学が関わり続ける

 ミクロ的にはキャンパスが立地する地区は
人口増加地域であり、広大なキャンパスを
開放した地（知）の拠点として地域創生の
牽引役に

37



まとめにかえて
 人口減少が急激に進み、進学率が高くない大分県にとって、

地域のリーダーとなれる大卒人材を輩出する本学は貴重

 地域は教育資源の宝庫であり、多様な主体との越境学修は
学生を大きく成長させる

 地域や産業界と共に学生、教職員が柔軟、機動的に汗をかけ
るのは私大の強み

 地域や地元産業界、高校等は大学教育の変化を大学関係者が
思うほど知らない（大学からの積極的な情報発信と企業側の
教育への積極的な参画が必要）

 コロナ禍で地域や地元産業界との関わりが薄くなったことで
学生の地域志向が若干低下するとともに、オンライン就活で
都会の企業が本学の人材の価値に気付いた（学生の人生に
とってはいいことかもしれないが県にとっては？）

 地域や自治体、企業等とのコーディネートができる教職員の
育成は課題 38
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ご清聴ありがとうございました

yoshimuramt@nbu.ac.jp



自己紹介
 吉村 充功（よしむら みつのり）

 福岡県北九州市出身

 1976年3月生まれ
 1994年 福岡県立戸畑高等学校 卒業

 1998年 広島大学 工学部 第四類
 （建設系）卒業

 2003年 広島大学大学院 工学研究科
  環境工学専攻 博士課程修了

【博士（工学）】

 2003年 日本文理大学 工学部
  建設都市工学科 講師

 2006年 同 工学部 建設都市工学科
 助教授

 2006年 同 基礎学力支援センター長

 2007年 同 人間力育成センター長

 2014年 同 工学部 建築学科 教授

 2014年 同 学長室長

 2017年 同 教育推進センター長

 2023年 同 副学長

【主な社会貢献】

＜現職＞

公立大学法人大分県立看護科学大学 経営審議会 委員 

公益財団法人大分県建設技術センター 理事 

大分県協働推進会議 会長

大分県「安心・元気・未来創造ビジョン2024」
推進委員会 委員

大分県立高等学校・中学校第三者評価委員会 委員

大分県教育委員会「通学区域制度検証委員会」委員

大分県広域交通ネットワークアドバイザー

大分市 おおいた都心まちづくり会議 会長

臼杵市総合計画審議会 会長

竹田市都市計画審議会 会長

えひめ・おおいた交流事業実行委員会 委員 ほか多数

＜過去の役職＞

公益財団法人日本財団学生ボランティアセンター 理事

日本リメディアル教育学会 理事

文部科学省 私立大学研究ブランディング事業委員会
審査部会 委員

佐賀大学・西九州大学 大学COC事業
外部評価委員会 委員長

大分県 安心・活力・発展プラン2015 推進委員会 委員

大分県自転車活用推進有識者会議 委員長 ほか多数 41
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